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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　線径が２２μｍ以下のタングステン線からなる金属繊維によって構成された繊維製品で
あって、前記金属繊維は、前記タングステン線を芯線として前記タングステン線に化学繊
維からなる仮撚糸が巻回されてなる金属糸であり、前記タングステン線が純タングステン
によって構成されている繊維製品。
【請求項２】
　前記タングステン線の線径が１８μｍ以下である請求項１に記載の繊維製品。
【請求項３】
　前記タングステン線の線径が１３μｍ±２０％である請求項２に記載の繊維製品。
【請求項４】
　前記タングステン線の線径が５μｍ以上である請求項１～３のいずれか１項に記載の繊
維製品。
【請求項５】
　前記繊維製品は前記金属繊維を編糸として編み込まれた手袋である請求項１～４のいず
れか１項に記載の繊維製品。
【請求項６】
　線径が２２μｍ以下のタングステン線からなる金属繊維によって構成された繊維製品で
あって、前記金属繊維は、前記タングステン線を芯線として前記タングステン線に化学繊
維からなる仮撚糸が巻回されてなる金属糸であり、前記繊維製品は前記金属繊維を綿状に
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用いている繊維製品。
【請求項７】
　前記繊維製品は繊維布帛である請求項１～４のいずれか１項に記載の繊維製品。
【請求項８】
　前記繊維布帛は前記金属繊維を原糸とする織物又は編物である請求項７に記載の繊維製
品。
【請求項９】
　繊維製品を構成する金属繊維であって、前記金属繊維は、線径が２２μｍ以下のタング
ステン線からなり、前記金属繊維は、前記タングステン線を芯線として前記タングステン
線に化学繊維からなる仮撚糸が巻回されてなる金属糸であり、前記タングステン線が純タ
ングステンによって構成されている金属繊維。
【請求項１０】
　繊維製品を構成する綿状の金属繊維であって、前記金属繊維は、線径が２２μｍ以下の
タングステン線からなり、前記金属繊維は、前記タングステン線を芯線として前記タング
ステン線に化学繊維からなる仮撚糸が巻回されてなる金属糸である金属繊維。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、繊維製品及び繊維製品に用いられる金属繊維に関する。
【背景技術】
【０００２】
　金属線材は、電気製品をはじめとして様々な製品に用いられている。従来、金属線材を
金属繊維として用いた繊維製品が知られている。この種の繊維製品として、例えば、特許
文献１には、銅等の金属線材からなる金属繊維をタテ糸及びヨコ糸として用いて網目状に
編まれた繊維布帛が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８４８２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の金属繊維によって構成された繊維製品では、必ずしも所望の性能
が得られるとは限らない。
【０００５】
　本発明は、所望の性能を得ることができる繊維製品及び繊維製品を構成する金属繊維を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る繊維製品の一態様は、線径が２２μｍ以下の
タングステン線からなる金属繊維によって構成されている。
【０００７】
　また、本発明に係る金属繊維の一態様は、繊維製品を構成する金属繊維であって、前記
金属繊維は、線径が２２μｍ以下のタングステン線からなる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、所望の性能を得ることができる繊維製品及びこのような繊維製品を得
ることができる金属繊維を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】実施の形態に係る繊維製品の一例である手袋の外観図である。
【図２】実施の形態に係る繊維製品に用いられる金属繊維の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。以下に説明する実
施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。したがって、以下の
実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態等
は、一例であって本発明を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態における構
成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素につい
ては、任意の構成要素として説明される。なお、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図
示されたものではない。
【００１１】
　（実施の形態）
　本実施の形態に係る繊維製品は、金属素材の金属繊維によって構成されている。つまり
、本実施の形態に係る繊維製品は、金属繊維を用いて製造されている。例えば、繊維製品
は、金属繊維を編糸又は織糸として製造される。
【００１２】
　繊維製品を構成する金属繊維は、タングステン線からなる金属線（金属線材）によって
構成されている。つまり、金属繊維は、タングステン線を含むものである。具体的には、
金属繊維は、タングステン線を主材としている。
【００１３】
　金属繊維は、単線のタングステン線のみによって構成されていてもよいし、単線のタン
グステン線を複数本撚り又は引きそろえた複合線であってもよい。また、金属繊維は、単
線のタングステン線に異種の金属線を撚り又は引きそろえた複合線であってもよいし、タ
ングステン線と金属以外の繊維（例えば化学繊維）とを含む複合線であってもよい。
【００１４】
　本実施の形態において、タングステン線は、純タングステンによって構成されている。
具体的には、タングステンの純度は９９．９％以上である。なお、タングステンの純度は
、９５％以上であってもよい。なお、タングステンの純度は、これに限るものではない。
【００１５】
　金属繊維を構成するタングステン線（タングステン繊維）は、極細の金属細線であり、
そのタングステン線の単線の線径（直径）は２２μｍ以下としている。この場合、タング
ステン線の単線の線径は、公差として１８μｍ±２０％であるとよい。つまり、タングス
テン線の単線の線径は、１４．４μｍ以上２１．６μｍ１８μｍであるとよい。
【００１６】
　さらに、タングステン線の単線の線径は、１８μｍ以下であるとよい。さらに、タング
ステン線の単線の線径は、１３μｍ±２０％であるとよい。つまり、タングステン線の単
線の線径は、１０．４μｍ以上１５．６μｍ以下であるとよい。より好ましくは、タング
ステン線の単線の線径は、１３μｍ±１μｍである。本実施の形態では、単線の線径が１
３μｍのタングステン線を用いている。
【００１７】
　このような極細のタングステン線は、例えば、次のような方法で作製することができる
。まず、粒径５μｍのタングステン粉末をプレス成型して焼結してインゴット化し、次に
、インゴット化したタングステンを周囲から鍛造圧縮して伸展するスエージング加工を施
すことでワイヤ状にし、その後、孔径を漸次小さくした複数の伸線ダイスを用いた線引き
（伸線）を繰り返し行って塑性変形させることで作製することができる。
【００１８】
　このような極細のタングステン線からなる金属繊維によって構成された繊維製品として
は、例えば、図１に示すような手袋が挙げられる。図１は、実施の形態に係る繊維製品の
一例である手袋１の外観図である。なお、図１では、親指と人差し指の先端のみに網目を
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図示しているが、手袋１の全体が網目状となっている。
【００１９】
　図１に示すように、手袋１は、例えば作業用手袋であり、掌部と５本の指部とを有する
。手袋１は、金属繊維２を編糸として用いて、所定のゲージ数でメリヤス編み等の編み加
工を施すことで作製することができる。金属繊維２としては、純タングステンからなるタ
ングステン線（線径１３μｍ）と化学繊維とを含む複合線が用いられている。
【００２０】
　ここで、手袋１に用いられる金属繊維２の具体的な構成について、図２を用いて説明す
る。図２は、実施の形態に係る繊維製品に用いられる金属繊維２の模式図である。
【００２１】
　図２に示すように、金属繊維２は、タングステン線３を芯線としてタングステン線３に
化学繊維からなる仮撚糸４が巻回された金属糸である。手袋１は、金属繊維２を原糸とし
て編み込まれている。
【００２２】
　金属繊維２の仮撚糸４を構成する化学繊維としては、例えば、ポリエステル、アクリル
又はナイロン等の合成繊維が用いられる。化学繊維としては、合成繊維に限るものではな
く、レーヨンの再生繊維、又は半合成繊維を用いてもよい。また、化学繊維に代えて、天
然繊維を用いてもよい。
【００２３】
　なお、タングステン線と化学繊維とを含む複合線としては、図２に示すような構成に限
るものではなく、タングステン線と化学繊維からなる糸とを撚り又は引きそろえたもので
あってもよい。
【００２４】
　また、本実施の形態では、金属繊維を用いた繊維製品の一例として手袋１を例示したが
、これに限るものではない。
【００２５】
　例えば、繊維製品としては、線径が１３μｍ以下のタングステン線からなる金属繊維を
用いた繊維布帛であってもよい。繊維布帛は、金属繊維を原糸とする、編物、織物又は不
織布等である。編み物の繊維布帛は、例えば、金属繊維を編み加工することで作製するこ
とができる。また、織物の繊維布帛は、例えば、金属繊維を織り加工することで作製する
ことができる。繊維布帛の形状は、例えば、布状又はシート状であるが、これに限るもの
ではない。
【００２６】
　また、金属繊維を用いた繊維製品としては、衣服、帽子又は靴下等であってもよい。衣
服としては、ブラウス、シャツ、ズボン、ジャンパー、ジャケット、ダウンウエア、チョ
ッキ、ヤッケ、アノラック、コート、合羽、ウインドブレーカ、スキーウエア、スノーボ
ードウエア等の一般服、又は、工事現場や工場等の作業場で使用される作業服が挙げられ
るが、これに限るものではない。なお、繊維製品が、衣服、帽子又は靴等のように人が身
に付ける物である場合、金属繊維としては、図２に示すようなタングステン線と化学繊維
とを含む複合線であるとよい。
【００２７】
　また、金属繊維を用いた繊維製品としては、上記のものに限らず、テント、寝袋、鞄や
旗等であってもよい。
【００２８】
　また、金属繊維を用いた繊維製品としては、民生品に限らず、フィルムシート等の工業
製品であってもよい。この場合、金属繊維としては、タングステン線のみで構成されてい
てもよいが、タングステン線と化学繊維とを含む複合線であってもよい。このとき、タン
グステン線と絶縁性の化学繊維とを含む複合線からなる金属繊維を用いて編み加工又は織
り加工することで、導電性の金属（タングステン線）を有していながらも絶縁シートを得
ることができる。
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【００２９】
　本実施の形態における金属繊維は、その他の種々の製品に用いることもできる。例えば
、金属繊維を綿状（ワタ状）に用いた繊維製品であってもよい。具体的には、タングステ
ン線からなる金属繊維を無数にランダムに敷き詰めた繊維製品とすることができる。
【００３０】
　なお、本実施の形態における金属繊維の用途としては、繊維製品に限らず、繊維製品以
外の物品に用いることもできる。
【００３１】
　次に、本実施の形態に係る金属繊維及び繊維製品の効果について、本発明に至った経緯
も含めて説明する。
【００３２】
　従来、極細の金属線としてはステンレス線等が知られている。金属線は細くすると切れ
やくなって扱いにくくなるので、極細の金属線の線径としてはせいぜい５０μｍ程度とさ
れており、線径が５０μ以下の金属線を用いた製品はごく一部のものに限られていた。
【００３３】
　中でも、繊維製品は、編み加工又は織り加工等が必要となるので、線径が５０μｍ以下
の金属線を用いて繊維製品を作製することは難しかった。特に、線径が２５μｍを下回る
金属線を用いて繊維製品を作製することは難しく、線径が１５μｍ以下の金属線を用いて
繊維製品を作製することは極めて困難であった。
【００３４】
　そこで、本発明者らは、ステンレス線ではなく、他の金属材料を用いた金属線の開発を
進めてきた。そして、本発明者らが鋭意検討した結果、タングステンを用いることで、繊
維製品の原糸となる金属繊維に適した金属線を見出すことができた。具体的には、金属線
の材料としてタングステンを用いることで、引っ張り強度及び硬度が高く、かつ、曲げや
すい金属線（タングステン線）が得られることが分かった。
【００３５】
　この点について本発明者らが種々検討した結果、タングステン線は、極細線化の過程に
おいて、ダイス線引きの繰り返しによる加工硬化によって引っ張り強度が増加することが
分かった。つまり、タングステン線にすることで、極細にしても切れにくい金属線、むし
ろ極細にすることで丈夫な金属線が得られることが分かった。
【００３６】
　具体的には、純タングステンからなる線径が１３μｍのタングステン線と、ＳＵＳ３０
４からなる線径が１３μｍのステンレス線とを作製してみたところ、タングステン線（φ
１３μｍ）は、引っ張り強度が約４０００（Ｎ／ｍｍ２）で、硬さが９００（ＨＶ）にも
なり、ステンレス線（φ１３μｍ）に対して、約５倍の引っ張り強度と４～５倍の硬度を
有することが分かった。
【００３７】
　特に、複数の線径のタングステン線を作製してみたところ、タングステン線については
、線径が２２μｍ以下になると、引っ張り強度と硬度とが著しく向上するということが分
かった。
【００３８】
　また、一般的に金属線を細くしていくと柔軟性が増していって曲げやすくなるが、タン
グステン線の場合には、線径が２２μｍ以下になると、著しく曲げやすくなることも分か
った。
【００３９】
　本実施の形態における繊維製品及び金属繊維は、このような知見に基づいてなされたも
のである。
【００４０】
　本実施の形態における繊維製品は、線径が２２μｍ以下のタングステン線からなる金属
繊維を用いて作製されている。金属繊維を構成するタングステン線は純タングステンによ
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って構成されているとよい。
【００４１】
　このように、線径が２２μｍ以下のタングステン線を用いることで、曲げやすい金属繊
維を得ることができる。これにより、一般的には化学繊維と比べて曲げにくい金属繊維を
用いた場合であっても編み加工又は織り加工等を行いやすくなるので、容易に繊維製品を
作製することができる。つまり、線径が２２μｍ以下のタングステン線からなる金属繊維
は、容易に加工を施すことができる高いハンドリング性を有する。
【００４２】
　さらに、線径が２２μｍ以下のタングステン線を用いることで、一般的には曲げにくい
金属繊維を用いて繊維製品を作製する場合であっても、柔軟性を有する繊維製品を容易に
作製することができる。特に、線径が２５μｍを超えるタングステン線を用いて作製した
繊維製品と比べて、優れた柔軟性を有する。したがって、手袋や衣服に適用した場合に、
手や体を動かしやすい繊維製品を実現することができる。
【００４３】
　しかも、線径が２２μｍ以下のタングステン線は、引っ張り強度及び硬度が高いので、
線径が２２μｍ以下のタングステン線の金属繊維を用いて繊維製品を作製することで、耐
久性に優れた丈夫な繊維製品を得ることができる。例えば、繊維製品を数百回繰り返して
折り曲げたり数十回繰り返し洗濯したりしても、初期の形状を維持することができる。
【００４４】
　さらに、線径が２２μｍ以下のタングステン線は、線径が２５μｍを超えるタングステ
ン線と比べて金属部分の表面積を大きくすることができる。これにより、線径が２２μｍ
以下のタングステン線の金属繊維を用いて作製した繊維製品は、線径が２２μｍを超える
タングステン線の金属繊維を用いて作製した繊維製品と比べて、高い放熱性を有する。し
たがって、線径が２２μｍ以下のタングステン線を用いることで、優れた放熱性を有する
繊維製品を得ることができる。特に、シート状等の平面状の繊維製品の場合に優れた放熱
性が得られる。
【００４５】
　さらに、線径が２２μｍ以下のタングステン線の金属繊維を用いて作製した繊維製品は
、線径が２５μｍを超えるタングステン線の金属繊維を用いて作製した繊維製品と比べて
、軽量化を図ることができる。
【００４６】
　さらに、線径が２５μｍ以下のタングステン線の金属繊維を用いた場合、線径が２５μ
ｍを超えるタングステン線の金属繊維を用いた場合と比べて、手触り及び肌触りのよい手
袋や衣服等の繊維製品を作製することができる。具体的には、繊維製品を手で触った場合
、線径が２５μｍを超えるタングステン線を用いて作製した繊維製品についてはかなりチ
クチク感があったが、線径が２２μｍ以下のタングステン線を用いて作製した繊維製品に
ついては、チクチク感をかなり軽減することができた。
【００４７】
　さらに、タングステン線は、同径のステンレス線（ＳＵＳ３０４）と比べて融点が数倍
以上にもなる。このため、耐熱性に優れた繊維製品を実現することができる。
【００４８】
　さらに、タングステン線の金属繊維を用いることで、放射線を遮蔽することができる繊
維製品を実現することができる。
【００４９】
　このように、本実施の形態によれば、所望の性能を得ることができる繊維製品及びこの
ような繊維製品を得ることができる金属繊維を実現することができる。
【００５０】
　また、本実施の形態において、金属繊維を構成するタングステン線の線径は、１８μｍ
以下であるとよい。
【００５１】
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　これにより、タングステン線の線径が１８μｍを越えるものと比べて、上記種々の効果
が著しく向上する。
【００５２】
　また、本実施の形態において、金属繊維を構成するタングステン線の線径は、１３μｍ
±２０％であるとよい。
【００５３】
　これにより、上記種々の効果を確実に発揮させることができる。
【００５４】
　また、本実施の形態において、金属繊維を構成するタングステン線の線径は、５μｍ以
上であるとよい。
【００５５】
　タングステン線をあまり細くしすぎると、タングステン線を用いて繊維製品を作製する
際、タングステン線が切れやすくなることが分かった。特に、編み機又は織り機等の製造
設備で製造する場合に切れやすくなった。発明者らが検討した結果、タングステン線から
なる金属繊維を用いた繊維製品を作製する場合、タングステン線の線径は５μｍ以上にす
ることで、繊維製品の製造時におけるタングステン線の断線の発生を著しく抑制できるこ
とが分かった。
【００５６】
　また、本実施の形態において、金属繊維は、タングステン線を芯線としてタングステン
線に化学繊維からなる仮撚糸が巻回されてなる金属糸であるとよい。
【００５７】
　一般的に、金属線と合成繊維等の化学繊維とは一緒に織り込んだり編み込んだりするこ
とが難しい。しかしながら、線径が２２μｍ以下のタングステン線を用いることで、タン
グステン線と化学繊維とを一緒に織り込んだり編み込んだりすることを容易に行うことが
できる。
【００５８】
　しかも、タングステン線に化学繊維の仮撚糸を巻回させた金属繊維を用いることで、タ
ングステン線を仮撚糸で覆うことができる。これにより、手袋や衣服等の人が身に付ける
繊維製品を作製する際に、手触り及び肌触りを一層よくすることができる。つまり、チク
チク感を一層軽減することができる。例えば線径が１３μｍのタングステン線を用いて作
製した繊維製品については、チクチク感はほぼ感じられなかった。
【００５９】
　（変形例）
　以上、本発明に係る繊維製品及び金属繊維について、実施の形態に基づいて説明したが
、本発明は、上記実施の形態に限定されるものではない。
【００６０】
　例えば、金属繊維によって構成された繊維布帛の片面に、バインダー樹脂等によって合
成繊維によって構成された他の繊維布帛を積層してもよい。バインダー樹脂としては、ウ
レタン樹脂、アクリル樹脂、シリコーン樹脂、ポリエステル樹脂、又は、ナイロン樹脂等
を用いることができる。
【００６１】
　この場合、合成繊維によって構成された繊維布帛に、撥水加工、難燃加工、制電加工、
紫外線遮蔽加工、制菌加工、又は、抗菌防臭加工等の機能性加工を予め施しておくことで
、撥水性、難燃性、制電性、紫外線遮蔽性、制菌性、抗菌防臭性等の機能性を付与しても
よい。なお、このような機能性は、金属繊維に仮撚糸等の合成繊維が含まれている場合に
は、その合成繊維に付与してもよい。
【００６２】
　また、金属繊維によって構成された繊維布帛の片面に、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、
シリコーン樹脂、ポリエステル樹脂、又は、ナイロン樹脂等の樹脂液をコーティングした
り、ウレタン樹脂膜、ポリエステル樹脂膜、アクリル樹脂膜、シリコーン樹脂膜、又は、
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ナイロン樹脂膜等の樹脂膜を貼り合せたりすることにより、繊維布帛の片面に樹脂層を形
成してもよい。
【００６３】
　また、合成繊維によって構成された繊維布帛、又は、金属繊維に仮撚糸等の合成繊維が
含まれている場合にはその合成繊維は、着色されていてもよい。着色は、繊維布帛の全体
であってもよいし、一部であってもよい。
【００６４】
　その他、上記の実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態、
又は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で上記の実施の形態における構成要素及び機能を任
意に組み合わせることで実現される形態も本発明に含まれる。
【符号の説明】
【００６５】
　１　手袋
　２　金属繊維
　３　タングステン線
　４　仮撚糸
 

【図１】

【図２】
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